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オーストラリアの大学の英語学習プログラム
早坂 信
　オーストラリアは世界でもっとも多様な文化を持っ国で、200以上の異なる
民族の出身者で構成されている。2001年の国勢調査によると家庭で子供のこ
ろ英語以外の言語を話していた人の割合は、オーストラリア系（人口比率
38．7％）で1．2％、イタリア系（人口比率4．6％）で42．3％、中国系（人口比率
3．2％）で79．6％、ギリシャ系（人口比率2．2％）で68．8％などとなっている1）。
家族間で英語以外の言語を使用する人は総人口の16％である2）。
　このような現実を踏まえ、オーストラリアの大学では2種類の英語学習プロ
グラムを提供している。第一は、英語を母語としないオーストラリア人の学生
を含めた全学生向きのプログラムで、学習センター（Learning　Centre）という
機関を設立し、大学で用いる英語能力（Academic　English　Skills）の向上と大
学での勉強全般の技術（Study　Skills）の習得を図っている。
　第二は、付属の英語学校の存在である。学習センターが在学生（大学の留学
生を含む）対象で無料であるのに対し、英語学校は一般の留学生対象で有料で
ある。大学に直接入学するには英語力が不足している留学生に対し、英語学校
では数ヵ月から1年に及ぶ英語コースを提供している。
　この英語学校はキャンパス内にあり大学の機関でありながら、独立した「会
社」となっている点は特記すべきである。歴史的に見ると、オーストラリア政
府は1986年以前には留学生の受け入れに消極的であったが、英語が「輸出産
業」として外貨獲得に有望であるのを見て方針を転換した。オーストラリアの
大学のほとんどが公立であるため、会社組織にして財源を外部から求めやすく
したのである。大学も国や州政府の補助金の減少を補うため、積極的に英語学
校を支援することとなった3）。
　本稿では、オーストラリアの大学の英語学習プログラムとして、1）学習セン
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ター、2）付属の英語学校、を選んだ。これは、学習センターでの教育が学習院
大学を含めた日本の大学に参考になると考えたからである。対象とした大学は
次の3校である。
　　1オーストラリア国立大学
　　2ニュー・サウス・ウェールズ大学
　　3ウーロンゴン大学
　この3校を選んだ理由は、オーストラリア国立大学とニュー・サウス・
ウェールズ大学がオーストラリアを代表する伝統ある大学、それに対し、ウー
ロンゴン大学は新設の大学でコンピュータなどの情報教育を率先して取り入れ
新進大学として評価されているからである。また、3校の英語学校は全て政府
の認定校である。ちなみに、学習院大学はオーストラリア国立大学とニュー・
サウス・ウェールズ大学と協定を結んでおり、両大学に学習院の学生が留学し
ている。
1　オーストラリア国立大学
　オーストラリア国立大学　（The　Australian　National　University　略称
ANU）は連邦首都特別区キャンベラ（Canberra）にある大学で1946年創立で
ある。学生数は13，920名で比較的少なく、そのうち学部学生は8，737名、留学
生は3，049名（93ヶ国）、同国を代表するトップクラスの大学である4）。学部
学生のうち英語を母語としない学生は18％で、そのために大学学習センター
（ACADEMIC　SKILLS　AND　LEARNING　CENTRE）という機関があり充実
した指導を行っている5）。
1）大学学習センター
　大学学習センターの特徴は外国からの留学生や英語を母語としないオースト
ラリアの学生だけではなく、全学生を指導する点である。スタッフはセンター
長以下6人の専任がいて次のような指導を行っている。
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　指導内容
　・Introduction　to　University　Study　大学での勉強にっいてのガイダンス
　　（半日コース），新入生用。
　・Essay　Writing　Course　レポートの書き方の指導。1回50分で週2回、
　　3週間のコース。
　　内容：大学で学生に期待されること、研究と文献の読み方、レポート課題
　　　　　の分析、論理と議論など。
　・Drop　in　Sessions昼休みの相談コース。
この中でEssay　Writing　Courseは特記すべきもので3週間に渡って行なわれ
る。これはレポートを書くことがオーストラリアの大学での勉強の根幹となっ
ていることを示している。日本の大学でも「新入生ガイダンス」があるが、そ
こでレポートの書き方の指導をこれほど時間をかけて行なっているだろうか。
その他、全学生対象の個人指導を行っている。
　・レポートのトピックの題目の決め方、書き方、添削
　・レポートでの参考文献の出し方、剰窃にっいての注意
　・読書リストの本をどう読んだらいいか
　・個人指導（tutorials）6）の受け方
上述のEssay　Writing　Courseを設けながら、さらに学生にレポートの書き方
について個人指導を行なっている。これは学生ひとりひとりがレポートの書き
方をマスターできるようにとの配慮である。また、オーストラリアの大学教育
の大切な要素である個人指導（tutorials）を十分に活用できるように個人指導
の受け方も個別指導している。
　もうひとっ特記すべきは剰窃（plagiarism）に対する指導である。レポート
を書くにあたって引用をどのようにすべきかを1年生から教えるのは大切な
ことである。この点については、私の知る限り、日本の大学はあまり厳しく指
導はしていないようである7）。
英語を母語としない学生には、さらに次のような個人指導もある。
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・オーストラリアの文化、英語、大学教育への適応
・大学で求められる学習レベル
・議論の仕方
・ゼミでのプレゼンテーションの仕方
・宿題のやり方
・試験の受け方
　大学学習センターは英語を母語としない学生に対してUniversity　English
Language　Program（UELP）を無料で提供している。これは平日の昼休み
（12：00－2：00）に開講され、昼食持参可である。正規の大学の授業というより補
助的なコースで、英語の習得ばかりでなく、他の留学生や英語を母語としない
オーストラリアの学生との交流の場として提供されている。内容は次の通りで
ある。
University　English　Language　Program8）
　・Speaking　in　Small　Groups　and　Vocabulary　Extension　Work
　・Academic　Listening　and　Tutorial　Presentation　Skills
　・Listening　to　Everyday　English
　・Intonation　and　Pronunciation
　・Graduate　Seminar　Presentation　Skills
　　（それぞれ週1回のコース、各セメスターで開講）
ここで注目すべきは、授業がリスニングとスピーキングに特化している点であ
る。定員10名という少人数で英語のコミュニケーション能力を高めるのが目
的である。最後の大学院生用の「ゼミのプレゼンテーションの仕方」は「高度
のコミュニケーション能力」と考えることができよう。授業やゼミに活発に参
加するための基礎技術を習得させるのが目的である。
　2004年から、新しい試みとしてVoluntary　Language　Exchangeを始めて
いる9）。これは留学生とオーストラリアの学生がそれぞれの母語を相手に教え
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あうもので、外国語の習得と友好を目的としている。
　ここまでの講座は大学の単位とは関係なく、大学での勉強に主眼を置いた科
目で全学生に向けられたものである。それに対し、次の文学部の科目は正規の
授業である。
English　in　Academic　Contextslo）
Advanced　English　in　Academic　Contexts
的
象
位
業
容
目
対
単
授
内
異文化理解をテーマに英語の習得および大学での勉強法を学ぶ
英語を母語としない学生
6単位
2時間／週2回／セメスター
議論の分析／批判／評価、議論の仕方、レポートの書き方、文献参照
の仕方、剰窃への注意、プレゼンテーションの仕方
ここで興味深いのは、議論の技術や、レポートの書き方、プレゼンテーション
の技術を習得することが大学の授業の単位となることである。ほかの専門科目
の授業を受ける技術を習得しながら単位をもらえるのである。また、剰窃にっ
いてはシラバスにも3ページに渡って詳しい説明が載っている。
　さらに、学部に特化したワークショップもいくっか見られる。たとえば、経
済・経営学部では7週間の経済・経営の授業を設けている。週1回で2時間の
講義である。
Academic　Skills　Workshop（経済・経営学部）
　第1週　経済・経営学部での勉強と課題
　第2週　統計の扱い方
　第3週民法について
　第4週　経済・経営用語
　第5週　試験対策
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第6週　アジア・太平洋地域でのビジネスのレポートの書き方
第7週　成績の上げ方
2）付属英語学校の授業
　大学には付属の英語学校（ANU　College）11）がキャンパス内にあり留学生の
ために次のようなコースが提供されている。学習センターが授業料無料である
のに対し英語学校は有料である。主なコースは次の通り。
・Foundation　Studies　Program
大学入学準備コースで期間は2学期（1年）。このコースを受講するには、日
本人の場合高校卒でIELTS　5．5（minimum　5　in　Writing）12），　TOEFL　520
（paper－based）の英語力13）。
・English　for　Academic　Purposes　and　IELTS　Preparation
Study　skillsとIELTSの準備コースで、期間は10～20週間。週25時間の
授業で、内容はSpeaking，　Reading，　Writing，　Listening，　and　English　for
Specific　Purposesなど。
・General　English
一般英語コースで5週間単位で開講されている。授業は週25時間。内容は
Speaking，　Reading，　Writing，　Listening，　and　English　for　Specific　Pur－
posesなど。カリキュラムは伝統的な4技能（Speaking，　Reading，　Writing，
Listening）が中核となっている。
2　ニュー・サウス・ウェールズ大学
　ニュー・サウス・ウェールズ大学（University　of　New　South　Wales略称
UNSW）は1949年創立の伝統ある大学でランキングも5っ星、就職率も5っ
星でトッフ゜クラスの大学である。学生数は41，143名、そのうち留学生は8，850
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名のマンモス校である14）。オーストラリア国立大学と同じく、全学生対象に
Academic　skillsを教える学習センターと付属の英語学校がある。
1）学習センター（The　Learning　Centre）
所長のほか11名のスタッフが次の2っの分野で学生を指導している。この
ほか、2002年のAnnual　Reportによれば18名のwriting　assistantと28名
の1aw　peer　tutorがいる15）。
①勉強に関するもの
　大学での勉強の仕方をワークショップで具体的に指導する。個別指導も行
う。個別指導では秘密を厳守する。具体的には次のような内容である。
レポート・宿題の書き方、読書とメモの書き方、講義の聴き方とメモの書
き方、話し方、議論の仕方、文法と発音
　学習の仕方はオンラインでも学生に提供している。具体的には次のような内
容である。
レポート・宿題の書き方、試験対策、読書とメモの書き方、口頭発表の仕
方、引用と到窃
ここで剰窃に関する項目があることは注目に値する。また、リンクとしてオー
ストラリアの大学のみならず外国の大学の資料も提供している。　例：Begin－
ning　the　Academic　Essay（、Uarvαrd　University　VVriting　Center），　Guide　to
Avoiding　Plagiarism（The　University　Of　South　Australia）
さらに、学部と連携して専門の科目にっいてのサポートも行っている。
・電気工学部学生のためのコミュニケーション・スキル
　英語の会話力不足で単位を落とした学生のための補講クラス。週2時間で
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　8週間のコース。英語が母語でない学生がプレゼンテーション能力不足で
　苦労していることが推測される。
・法学部学生の準備講座
　アボリジニの新入生のためのコース。なぜ、法学部だけがこのコースを設
　けているのかは不明である。
②英語に関するもの
　学習センターでは、英語を母語としない学生のため、英語については付属の
英語学校に相談するように指導している。しかし、学生からの要望が多いため
か、ワークショップで会話、プレゼンテーション、発音、文法も提供している。
　会話　週1時間で4週間コース。クラスサイズ：6名
　発音　週1時間で4週間コース
　文法　1回、1時間30分。自分の書いた英文を持参し添削してもらう。
2）付属の英語学校
　ニュー・サウス・ウェールズ大学では、学内の学習センターの他に、独立し
た機関として2っのキャンパスで英語学校（lnstitute　of　Languages）を開設
している。これは5週間を単位として10週間を基準にしており、一般向けで
有料である。主なコースは次の通り16）。
①大学準備コース（English　for　Academic　Purposes）
Academic　English　1，2
　大学入学準備コース。基準英語力：AE1：IELTS　5／TOEFL　473（150）以
　上、AE2：IELTS　5．5／TOEFL　500（CBT173，　TWE　3．5）以上
　内容：ライティング・スキル（基礎）、文法（中級）、いろいろなテキストの
　　　　分析／作成、レポート作成、リサーチ・スキル（基礎）、IELTS対策、
　　　　テキスト分析／評価、講義のメモ作成、授業のための読書法、リスニ
　　　　ング、スピーキング、ゼミやチュートリアルの参加
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Academic　English　3
　大学入学準備コースの中級。基準英語力：IELTS　5．5～6（スコアーの1っは
　6以上）／TOEFL　525（CBT　195　TWE　3．5）以上
UNSW　English　Entry　Course（UEEC）
　ニュー・サウス・ウェールズ大学入学コース。基準英語力：IELTS　6（全ス
　コアー）／TOEFL　550（CBT213　TWE　4）以上
Academic　English　3，　UEECの授業内容は次の通り。
　リサーチ・スキル（上級）、批評力養成、ライティング・スキル（上級）、
　解説文作成、講義のメモ作成、文法（上級）、授業のための読書法（上級）、
　リスニング（上級）、スピーキング（上級）、ゼミやチュートリアルの参加、
　IELTS対策
IELTS／TOEFL対策コース
　5週間の集中コース。
②一般英語、ビジネス英語コース（General　and　Business　English）
一般英語
　リスニング、スピーキング、リーディング、ライティングの総合コース。文
　法、語彙、発音を中心にコミュニケーション・スキルを磨く。初級、中級、
　上級の合計6レベルがあり、一番上のレベルでは、翻訳／通訳術、オースト
　ラリア研究、ケンブリッジ英語試験対策、ビジネス英語のような科目も履修
　できる。5～60週間のコース。
ケンブリッジ英語試験コース
Cambridge　English　Examinationは英語のリスニング、　スピーキング、
　リーディング、ライティングを計る国際的な試験17）。ここでは、First　Cer一
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tificate　in　English（FCE）とCertificate　in　Advanced　English（CAE）の
2っのレベルの試験対策コースがある。
翻訳・通訳術講座（English＆Translation　and　Interpreting　Skills）
　この講座は一般英語コースの中に組み込まれており、翻訳・通訳術の倫理、
　社会的役割、種類／形式、コミュニケーション論、異文化理解などを学び、
　観光、科学技術、メディア、広告、法律のようなジャンルの英語にっいて訓
　練する実践的なコースである。
ビジネス英語（English　for　Business　Communication）
5週間単位で20週のビジネスコース。
　　中級の内容
　　　国際マーケティング、問題解決、社交、面接、出張、広告、会議、就職、
　　製品説明、e一コマース
上級の内容
　プレゼンテーション術、経営術、就職と面接、広告、打ち合わせ・会議、
　経済学、e一コマース、販売とマーケティング、銀行・金融、会社組織、
　貿易、株式市場、交渉術
ホテル・観光の英語
週1時間の特別講座。
TOEIC対策
　週1時間の特別講座。この講座は以前はなかったが、アジアの学生（特に日
　本）の要望に応えたものであろう。TOEIC18）はアメリカ英語中心のビジネス
　英語の試験で、イギリスやオーストラリアでは伝統的にIELTSが主流で
　あった。
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3　ウーロンゴン大学
　ウーロンゴン大学（University　of　Wollongong）は他の伝統的な大学と違っ
て1975年創立（大学として18番目）の比較的新しい大学で、シドニーの南
（車で1時間）のところの海岸ぞいの町Wollongong　19）にある。学生数は
20，404名で、そのうち学部学生が14，040名で、英語を母語としない学生は
16％である20）。過去2年に渡りTHE　GOOD　UNIVERSITIES　GUIDEのUni－
versity　of　Year　Awardの受賞校で21）、そのため大学ランキングでも4っ星
（最高は5っ星）でトップ10校のひとっ、就職率では5っ星を獲得している。
オーストラリアの大学で初めて学生による授業評価制度を導入、また、情報処
理教育を必修とした最初の大学でもある。
　英語教育は、新入生へのオリエンテーションを担当する学習センター
（Learning　Resource　Centre）と、一般の外国人留学生を対象とする英語プロ
グラムを担当するWollongong　University　Collegeで行なわれている。
1）学習センター（Learning　Resource　Centre）
　全学生対象に大学での勉強の仕方（Academic　skills）と英語を教えている。
主な活動は昼休みのワークショップ（12：30－1：30）で、次のような内容である。
1レポートの書き方、批判的なものの見方、試験の受け方、効果的な読書
　法、口頭発表の仕方、到窃の避け方
2英文法、英会話、発音
1では、剰窃にっいての指導があるのが他の大学と同じである。2は留学生や
オーストラリアの学生で英語が母語でない学生を主な対象としていると考えら
れる。この他、個人指導も行なっている。
　また、特記すべきはPASS（Peer　Assisted　Study　Sessions）という制度で、
上級生がいくっかの講座の勉強のアドバイスをするもので、毎週1時間自由に
参加することができる。これは、勉強に問題のある学生のみならず、成績を上
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げたい学生も利用することができ、学生のみならずその講座の講師もPASSを
高く評価している。
2）付属の英語学校
　Wollongong　University　Collegeは、大学のキャンパス内にあるが大学とは
財政的に独立した機関である22）。約70ヶ国から留学生が来ておりESLプログ
ラムは充実している。ウーロンゴン大学の在学生ではなく、大学に入学したい
留学生を対象にしている有料の教育機関である。主なコースの内容は次の通
り23）。
コースの内容
①University　Entrance　Program大学入学プログラム
・Advanced　Diploma　in　Business／Advanced　Diploma　in　Information
　Technology
　商学部2年編入への準備コースで、留学生のみならず、英語を母語としない
　オーストラリア人も対象となる。期間は1年（3学期）、入学資格の英語力は
　IELTS　5．5，　TOEFL　525（CBT195）。授業内容は次の通り。
　　勉強技術、数学、会計学、ビジネス情報処理、定量分析、マクロ経済学、
　　ミクロ経済学、マーケティング、経営と雇用、民法
・Foundation　Studies大学1年への入学準備コース
大学に入るには成績が少し足りない学生のためのコース。期間は8ヶ月　（2
学期）、入学資格の英語力はIELTS　5．5，　TOEFL　525（CBT195）。コースは
人文、商業、数学／IT、科学技術の4っである。参考までに、人文コースの
授業内容は次の通り。
　大学英語、数学、情報処理、経済、経営、政治、歴史・文化
②English　Language　Programs英語プログラム
・General　English一般英語コース
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学生の英語能力により5週間単位で何回も受けられる。授業時間は週20時
間とコンピュータやLL実習5時間。授業内容は次の通り。
　大学での勉強技術、意思伝達能力、試験対策（TOEICを含む）、ビジネス英
　語、読解・作文、会話
・English　for　Academic　Purposes（EAP）大学英語コース
学生の英語能力により5週間単位で何回も受けられる。授業時間は週25時
間。授業内容は次の通り。
　大学での勉強技術、意思伝達能力、試験対策（TOEICを含む）、ビジネス英
　語、読解・作文、会話
　この他のコースで特記すべきものはEnglish　Plus　Uniという大学授業聴講
コースである。このコースは留学生のためのコースで、英語の勉強をしながら
大学の授業を聴講するものである。学部の授業を受ける英語力が少し不足する
学生が受け、日本からの留学生も少なくない。
　期間は4月から11月までの8ヶ月（2学期）で、1学期で英語の授業（Eng－
1ish　for　Academic　Purposes）を受け、2学期で英語授業を続けながら学生の
英語のレベルに応じてウーロンゴン大学の学部の授業を1っ（または2っ）受
けることができるものである24）。
本学に応用できること
1　Study　Skills講座の導入
　本稿はオーストラリアの大学における英語学習プログラムの調査であり、
「英語教育」に参考になるものを対象としている。学習センターでのStudy
Skillsの講座は英語教育に直接は関係しないが、大学の与える教育へのガイダ
ンスとしてStudy　Skillsの講座は大変重要であり、本学を含めて日本の大学
にはあまり例がない。オリエンテーション期間に大学での学習や研究の進め方
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の「基礎知識」（Study　Skills）を全学生に教えることはかなり重要ではないだ
ろうか。
　オーストラリアの大学でのStudy　Skillsは次のような内容である。
講義の受け方・ノートの取り方、リサーチ・スキル、レポート・宿題の書
き方、引用と剰窃、ゼミの受け方、口頭発表の仕方、試験の受け方、時間
のマネージメント、ストレス対策
　本学では、native　speakerの担当する英語のインテンシヴ・コースやコミュ
ニケーションの授業でStudy　Skillsを扱っている科目が少なくない。ここで
提案したいのは英語だけでなく全学生に「日本語」のStudy　Skillsの講座をも
うけることである。
2　カリキュラム
　英語プログラムを効果的なものにするには、学習者がそのプログラムに求め
るものを調査分析し（needs　analysis）、プログラムの目的と目標（Goals　and
objectives）を設定することは重要な要素である25）。しかし、大学教育の場合は
その大学の理念に基づき、教える側がどのような英語教育をするか明確な目的
を持っことが不可欠であろう。英語プログラムは時代の要求に合わせて柔軟な
ものでなければならない。本学の英語プログラムも21世紀の社会の要求に合
わせてより良いものにすることが求められている。
　日本の大学の英語教員の問でも大学の英語教育の目的が模索されている。文
部科学省は平成14年に発表した『英語が使える日本人』の育成のための戦略
構想」の中で、大学の英語教育にっいては「各大学が、仕事で英語が使える人
材を育成する観点から、達成目標を設定」と述べている26）。それに対し、大学の
英語教員へのアンケートでは、英語教育の目的は、1）「外国語を使って諸外国
の文化・事情を理解する」51．7％、2）「外国語を使って国際的に活躍できる能
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力を育成する」36．6％、「外国語学習を通して教養を高める」35．5％という結果
が出ている27）。さらに、大学英語教育学会会長田辺洋二氏のメモにも学会の取
り組むべき項目として、「確固とした外国語教育政策の立案」、「英語を使いこな
す能力の意味と具体的な目安の確立」が重要なものとしてあげられている28）。
日本の大学での英語教育の目的は次の3っが考えられる。
1英語の情報（文字、映像、音声）を理解し、異文化理解を深める。
2卒業後、国際人として英語が使えるようにする。
3外国の大学で英語を使って勉学ができる能力を養成する。
1は従来の「教養としての英語」で主に受信型である。場合によっては、外国に
対して日本の文化や自分にっいて英語で説明する発信型の教育も加えられる。
2は文部科学省の「英語が使える日本人」の育成と同じである。オーストラリ
アの大学の英語プログラムではGeneral　English，　Business　Englishに相当す
る。3は留学を希望する学生向きで、たとえば慶鷹義塾大学や関西学院大学の
カリキュラムがこれにあたる。たとえば、慶応義塾大学経済学部では新入生全
員にStudy　Skillsの授業（週2回半年）を必修とし、その後で「英語セミナー」
の授業（使用言語：英語）を提供している29）。また、関西学院大学総合政策学部
では、独自に開発した共通テキストを使って各セメスター4コマの授業を英語
で行なっているが、Reading，　Listening，　Writingの授業の他に、　Presenta－
tion，　Seminar，　Specia1　Topicsといったプレゼンテーションやディベートのク
ラスも展開している30）。
　それでは、学習院大学ではどのような目的を選ぶのか。1は従来の伝統的な
英語教育であり、「使える英語」という時代の要求とは異質のものであるが、伝
統的な教養の英語はそれなりに効果をあげてきたのである。2は「時代の要求」
に合致しているが、ともすると大学が「英語学校」「職業学校」と変らないもの
になってしまう。3は将来、学習院大学が「国際大学」として全ての授業を英語
で行うならば理想的である。
　前述のとおり、英語教育の目的を決めるには、大学の掲げる理念、学習者の
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英語力と大学の英語の授業に求めるもの、教授陣を含めた学習環境を考慮する
必要がある。幸い本年度は戦略枠事業として、4月と翌年2月に新入生への英
語能力試験（TOEIC）、7月と12月には外国語の授業の「学生による授業評価
アンケート」を実施することができた。これにより学生の英語力と学生が英語
の授業に何を求めるか知ることができよう。
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This　is　a　report　on　English　language　programs　in　three　Australian　univer－
sities　in　2004．　Due　to　the　relatively　large　number　of　students　whose
mother　tongue　is　not　English，　Australian　universities　offer　two　types　of
English　programs：one　is　mainly　for　Australian　students　whose　mother
tongue　is　not　English　and　the　other　is　for　overseas　students　who　hope　to
enter　university．　The　English　program　for“non－English”Australian　stu－
dents　provides　a　wide　range　of　study　skills　which　show　that　Australian
universities　are　keen　on　keeping　their　educational　standards　at　a　reasona－
bly　high　leve1．　The　program　for　overseas　students　is　given　at　a　language
school　affiliated　with　the　university．　It　provides　two　different　courses：one
for　English　for　academic　purposes　and　the　other　for　general　English．　These
courses　give　the　overseas　students　a　chance　to　move　up　to　university　level
upon　successful　completion．
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